






 

研究目的 

凹面振動子を使用した超音波診断装置は,方位方向分解能を向上させる等の利

点により,産科領域において,使用頻度が増大してきている。そのため超音波断

層装置と凹面振動子による超音波照射(パルス波・集束波)の生体作用,とりわけ,

胚,胎芽,胎児への影響の有無及び程度が,早急に確認されなければならない。そ

こで今年度は,パルス集束波照射の着床前胚に対する影響(形態学的変化,発育

速度,着床障害,流産,奇形等)を観察した。 


